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様式第１号 

  令和元年 7 月 23 日 

文部科学大臣 殿 

学校法人就実学園 

               理事長  西井泰彦 

大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請書 

○申請者に関する情報 
大学等の名称 就実大学 

大学等の種類 

（いずれかに○を付すこと） 
（大学・短期大学・高等専門学校・専門学校） 

大学等の所在地 岡山県岡山市中区西川原 1-6-1 

学長又は校長の氏名 片岡洋行 

設置者の名称 学校法人 就実学園 

設置者の主たる事務所の所在地 岡山県岡山市中区西川原 1-6-1 

設置者の代表者の氏名 西井泰彦 

申請書を公表する予定のホーム

ページアドレス 
https://www.shujitsu.ac.jp/about/torikumi/ 

 大学等における修学の支援に関する法律（以下「大学等修学支援法」という。）

第７条第１項の確認を申請します。 

※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。 

☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 

☑ 確認を受けた大学等は、大学等修学支援法に基づき、基準を満たす学生等を

減免対象者として認定し、その授業料及び入学金を減免する義務があること

を承知しています。 

☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒業

するまでの間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 

☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を取

り消されたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるとともに、

減免対象者が卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等を減免

する義務があることを承知しています。 

☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第７条第２項第３号

及び第４号に該当します。 
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○各様式の担当者名と連絡先一覧 
様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号 総務課 長野 086-271-8111 soumu@shujitsu.ac.jp 

第２号の１ 教務課 井原 086-271-8120 kyoumu@shujitsu.ac.jp

第２号の２ 法人総務課 神宝 086-271-8117 honbu@shujitsu.ac.jp 

第２号の３ 教務課 井原 086-271-8120 kyoumu@shujitsu.ac.jp

第２号の４ 総務課 長野 086-271-8111 soumu@shujitsu.ac.jp 

○添付書類 

※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これ

らの書類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異な

ることに注意してください。） 

「⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 

☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の

基準数相当分》 

☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》 

「⑵-①学外者である理事の複数配置」関係 

☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員）名簿 

「⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係 

□ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映すること

ができる組織に関する規程とその構成員の名簿 

「⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 

☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 

☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）【再掲】 

その他 

☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 

☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 
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（添付書類）経営要件を満たすことを示す資料 
学校名 就実大学 

設置者名 学校法人 就実学園 

Ⅰ 直前３年度の決算の事業活動収支計算書における「経常収支差額」の状況 
 経常収入(A) 経常支出(B) 差額(A)-(B) 

申請前年度の決算 6,320,182,582 円 6,132,153,658 円 188,028,924 円

申請２年度前の決算 6,228,120,472 円 5,792,786,015 円 435,334,457 円

申請３年度前の決算 6,267,430,583 円 5,869,319,243 円 398,111,340 円

Ⅱ 直前の決算の貸借対照表における「運用資産－外部負債」の状況 
 運用資産(C) 外部負債(D) 差額(C)-(D) 

申請前年度の決算 7,942,028,434 円 2,683,852,913 円 5,258,175,521 円

Ⅲ 申請校の直近３年度の収容定員充足率の状況 
 収容定員(E) 在学生等の数(F) 収容定員充足率

(F)/(E) 

今年度（申請年度） 2,500 人 2,630 人 105％

前年度 2,500 人 2,712 人 108％

前々年度 2,500 人 2,709 人 108％

（Ⅱの補足資料）「運用資産」又は「外部負債」として計上した勘定科目一覧 

○「運用資産」に計上した勘定科目 

勘定科目の名称 資産の内容 申請前年度の決算

における金額 

第 2 号基本金引当特定資

産
一般担保付社債 80,000,000 円

記念事業引当特定資産 公共債・一般担保付社債 329,000,000 円

退職給与引当特定資産 公共債・一般担保付社債 387,200,000 円

施設設備拡充引当特定資産 一般担保付社債 100,000,000 円

有価証券 公共債・一般担保付社債 1,803,549,600 円

現金預金 定期預金・普通預金・現金 5,242,278,834 円

○「外部負債」に計上した勘定科目 

勘定科目の

名称 

負債の内容 申請前年度の決算

における金額 

長期借入金 金融機関からの借入金 2,129,155,000 円

短期借入金 1年以内に返済する金融機関からの借入金 222,504,000 円

未払金 退職金・私学共済掛金等その他経費 332,193,913 円
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様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 

学校名 就実大学 
設置者名 学校法人 就実学園 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難
全学

共通

科目

学部

等 

共通

科目

専門

科目
合計

人文科学部 

表現文化学科 
夜 ・

通信

8

4

4 16 13

実践英語学科 
夜 ・

通信
4 16 13

総合歴史学科 
夜 ・

通信
2 14 13

教育学部 

初等教育学科 
夜 ・

通信
0

9 17 13

教育心理学科 
夜 ・

通信
5 13 13

経営学部 経営学科 
夜 ・

通信
0 14 22 13

薬学部 薬学科 
夜 ・

通信
0 26 34 19

（備考） 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表については、ホームページの「教

育情報の公表」の「教員組織に関すること」内に PDF ファイルとして公表している。

https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/about/torikumi/kouhyo/file03/file07.pd

f 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 
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（困難である理由）

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 

※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 

学校名 就実大学 

設置者名 学校法人 就実学園 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学園要覧に掲載すると共に、ホームページの「就実学園について」内の「役員一覧」

に PDF ファイルとして公表している。

https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/about/gakuen/about/file4.pdf

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容

や期待する役割 

非常勤 
（学）岡山外語学院 

学院長 

2016 年 2 月

22 日～2020

年 2月 21日

学校法人の業務を

決し、理事の職務の

執行を監督する。 

非常勤 

公益財団法人 日本教育

公務員弘済会 

岡山支部長 

2016 年 2 月

22 日～2020

年 2月 21日

学校法人の業務を

決し、理事の職務の

執行を監督する。 

非常勤 
RSK ホールディングス 

代表取締役社長 

2019 年 1 月

1 日～2020

年 2月 21日

学校法人の業務を

決し、理事の職務の

執行を監督する。 

非常勤 
（一社）岡山県薬剤師会

常務理事 

2017 年 6 月

28 日～2020

年 2月 21日

学校法人の業務を

決し、理事の職務の

執行を監督する。 

非常勤 岡山市立岡輝中学校 

2016 年 2 月

22 日～2020

年 2月 21日

学校法人の業務を

決し、理事の職務の

執行を監督する。 

（備考）
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

学校名 就実大学 

設置者名 学校法人 就実学園 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

教務課がシラバス作成要領を整備し、FD 研修会を開催して授業の方法及び内容、授

業計画、到達目標、成績評価の方法・基準、実務経験のある教員による授業科目の有

無、その他の必要事項を記載したシラバスを作成するよう教務部長が説明し、教員へ

の周知徹底を図っている。シラバス作成から公表までのプロセスは以下の通りであ

る。 

12 月初旬から１月中旬の間に Web 上にて教員が担当科目のシラバスを作成し、入

力完了後、教務課が事務的なチェックを行う。教務課でのチェック完了後、各学科の

教務委員及び教務部長がシラバスの記載事項の点検を行い、指摘事項がある場合は学

部長から授業担当者へ修正指導する。その後、３月下旬にホームページに公表する。

全学部共通して上記の手順に従ってシラバスを作成し、公表している。各科目のシ

ラバスは、以下の「授業計画書の公表方法」欄に示すホームページアドレス（シラバ

ス検索）から、講義名称等を入力することで閲覧でき、このことは学生にも周知して

いる。

授業計画書の公表方法
https://www1.shujitsu.ac.jp/public/web/Syllabus/WebSyl

labusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

単位の授与又は認定は「就実大学学則」において、「授業科目を履修し、その試験に

合格した者には、所定の単位を与える。」（第 14 条）と定めている。成績評価について

は、「試験の成績は、100 点をもって最高とし、60点以上を合格とする。」（第 15条）、

また「成績の標語は、90点以上を秀、80 点以上を優、70 点以上を良、60 点以上を可

とし、60点未満を不可とする。」（第 16条）としている。 

成績の評価方法は、それぞれの授業科目に応じて、筆記・口述・レポート・論文・

作品の製作・実技などの評価項目で行う。特別な事由により試験を受けられなかった

場合は追試験を行い、試験で不合格の場合には各学部の規定によって再試験を行う。

他大学等で修得した科目については、互換性を厳格に精査して、所定の範囲内で単位

を 認 定 し て い る

（https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/students/file05/file02.pdf）。 

こうした評価方法は、総合教養教育科目・外国語教育科目・専門教育科目のいずれ

についても、評価基準並びに課題に対するフィードバックの方法とともに各評価項目

の寄与率を提示して各科目のシラバスに明記し、Web 上に公開して学生に周知した上

で、厳格かつ適正に単位を授与又は認定している。「卒業研究」については、研究を実
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施するとともにゼミナールや卒論発表会等を開催しており、各学科においてルーブリ

ック評価表等を作成し、評価項目と基準を学生にも説明して厳格かつ適正に評価して

いる。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、学則で定める試験等による成績評価の他、多面的な評価を行うために、

各学生の成績が所属する学科等でどの位置にあるかを把握できるよう、客観的な成績

の指標として GPA 制度を導入している。その目的、成績評価に対応する GP の設定、

GPA の算出方法、利用法については、『履修要覧』及びホームページで公表している。

GP 値は、成績評価が 90～100 点（秀）を 4 点、80～89 点（優）を 3 点、70～79 点

（良）を 2 点、60～69 点（可）を 1 点、0～59 点（不可）を 0 点とし、GPA は次式よ

り算出している。 

GPA=
の合計履修登録科目の単位数

合計その科目の単位数）の（履修登録科目で得た GP

対象科目については、各学科で定めており、履修を中止した場合の取り扱いについ

ても『履修要覧』に明示し、学生には履修指導の際に説明している。なお、GPA は成

績証明書や成績表には記載せず、別途学生に配付して、学生自身による学修状況の把

握や学修意欲の喚起、計画的な履修計画を促している。また、学年毎及び各学年まで

の累積の GPA 値を算出し、GPA の分布状況と降順一覧を作成して学科へ提供し、学科

教員による修学指導に活用している。その他、GPA 値を教育実習受講の条件としてい

る学科もある。 

添付資料として、2018 年度の各学科における 1年次生の GPA 分布と各学年までの累

積 GPA の分布を示す。下位 4分の 1を示す 1年次生の GPA 値は、人文科学部において

は、表現文化学科 1.82 以下、実践英語学科 2.28 以下、総合歴史学科 2.36 以下、教育

学部においては、初等教育学科 2.55 以下、教育心理学科 2.39 以下、経営学部・経営

学科は 2.32 以下、薬学部・薬学科は 1.56 以下である。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法

https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/students/fil

e05/file02.pdf

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

〇全学共通 

卒業については、「就実大学学則」において「人文科学部，教育学部及び経営学部は

４年以上，薬学部は６年以上在学し、第 19 条に定める授業科目及び単位数を修得し

た者については、教授会の意見を聴き、学長が卒業を認定する。」（第 21 条）としてい

る。 

卒業判定の手順については、まず教務課がすべての卒業年次学生について、修得単

位と卒業予定者一覧（案）を作成し、教務委員会、各学科卒業判定会議、各学部卒業

判定教授会の順で審議を行い、最終的に学長が卒業を認定している。 

卒業の要件としては、「人文科学部、教育学部及び経営学部は 124 単位以上、薬学部

は 186 単位以上を修得しなければならない」（第 19 条）。各学部は教育研究上の目的

に基づき、以下に示すそれぞれの卒業認定及び学位授与の方針（ディプロマ・ポリシ

ー）を策定し、卒業に必要な単位数と合わせて『履修要覧』及びホームページに公表
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し、教職員・学生にも周知して、公正かつ厳格に卒業を認定している。 

〇人文科学部 

 本学部に４年以上在学し、各学科の定める所定の単位を含めた 124 単位以上を修得

し、次の基準を満たした学生に卒業を認定し、学士（人文科学）の学位を授与する。

１．歴史、文化、人間に関する理解と、修得した知識を基に、現代社会の現状を論理

的に捉えることができ、更なる充実、発展のために社会に貢献することができる

２．自分が置かれた現状を、修得した知識を総合的に活用して批判的に認識でき、問

題解決のための適切な方策を考えることができる 

３．事情のことなる個人の立場を理解し、適切なコミュニケーションをもって、豊か

な人間関係を築き協働して問題解決をはかることができる 

４．多様な文化及び歴史に対する理解力、協調に必要な論理的思考力と表現能力を身

につけている 

５．卒業後も学び成長していく重要性を理解し、実行できる 

〇教育学部 

 教育学部は、去華就実の教育基本理念の下、全学のディプロマ・ポリシーを踏まえ

た上で、次のような人材を養成する。 

１．子供への教育・支援を担う者としての土台となる、広く豊かな教養と経験を有し

ている 

２．子供への教育・支援を担う者に必要とされる、確かな知識と技能を取得し、専門

性を有している 

３．子供への教育・支援を担う者に必要とされる、使命感、向上心、チームで協働す

る態度等の豊かな情操を有している 

４．修得した知識や技術を、実際の教育現場等に活かし、さらに課題を見つけ自ら解

決する実践力や応用力を有している 

５．子供への教育・支援に関わる地域の課題の解決に向けて努力することができる 

これらの資質能力を身につけ、各学科が設けた人材像に値すると判断される学生に

卒業を認定し、学士（教育学）の学位を授与する。 

〇経営学部 

 経営学部は、就実大学の建学の精神である「去華就実」を理解し社会に貢献できる

実践的「実地有用」の人材を育成するという目標を実現するために、「経営学について

の専門知識を備え、社会の諸課題にチャレンジし実践することのできるグローカル人

材を養成すること」を教育の目的に掲げている。学則に定める所定の期間在学し、単

位を修得し、かつ次の基準を満たした学生に卒業を認定し、学士（経営学）の学位を

授与する。 

１．社会でビジネスプロフェッショナルとして責任を果たせること 

２．社会の複雑な事象を多角的な視点から理解し、分析し、自ら解決できること 

３．グローバルな視野を持ちローカルな視点で実践できる「グローカル人材」であるこ

と 

〇薬学部 

 カリキュラム・ポリシーに従って設定した科目を履修し、186 単位以上の単位を修

得した学生に卒業を認定し、学士（薬学）の学位を授与する。  

１．豊かな人間性と倫理観を有し、医療の担い手として薬剤師の義務と法令を遵守でき

る 

２．患者・生活者の立場や見解を理解し尊重して、適切な行動・態度をとることができ

る 

３．薬の専門家として、医療情報を収集し、提供するためのコミュニケーションができ

る 
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４．チーム医療に積極的に参画し、協働して最適かつ最新な薬物治療を実践し提案でき

る 

５．薬剤師に必要な科学の基本的知識・技能・態度に加え、その専門性を磨くことができ

る 

６．薬物療法において、安全かつ有効な医薬品の使用を推進する薬剤師業務を実践でき

る 

７．地域の保健・医療に参画・連携して、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献できる

８．探求心、創造力、判断力で問題発見・解決能力を有し、医療薬学の進歩に貢献できる

９．生涯にわたり自己研鑽に努め、医療の高度化や多様性、社会環境の変化に対応でき

る 

10．薬剤師の職能を理解し、新たな職能の発見や開拓、次世代の人材育成に貢献できる

卒業の認定に関する 

方針の公表方法

https://www.shujitsu.ac.jp/about/rinen/daigakupolicy

/
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。

学校名 就実大学 

設置者名 学校法人 就実大学 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法

貸借対照表 https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/about/gakuen/financial/H30/file5.pdf

収支計算書又は損

益計算書
https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/about/gakuen/financial/H30/file2.pdf

https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/about/gakuen/financial/H30/file4.pdf

財産目録 https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/about/gakuen/financial/H30/file6.pdf

事業報告書 https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/about/gakuen/financial/H30/file1.pdf

監事による監査報

告（書）
https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/about/gakuen/financial/H30/file7.pdf

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果
公表方法：

https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/about/torikumi/hyouka/file01/file01.p

df

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：

https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/about/torikumi/hyouka/file01/file02.p

df
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（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人文科学部 

教育研究上の目的（公表方法：履修要覧及びホームページ） 

https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/students/file01/file01.pdf 【履修要覧 1ページ】

（概要） 

人間の存在を、本質的かつ総合的に考究する人文学の理念に基づいて、ことばを中

心手段とする確かな知見に裏付けられた専門性と豊かで幅広い教養を調和的に備えた

魅力的で個性的な人材の育成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：履修要覧及びホームページ） 

https://www.shujitsu.ac.jp/department/jinbunkagaku/policy/

（概要） 

本学部に４年以上在学し、各学科の定める所定の単位を含めた 124 単位以上を修得

し、次の基準を満たした学生に卒業を認定し、学士（人文科学）の学位を授与する。

１．歴史、文化、人間に関する理解と、修得した知識を基に、現代社会の現状を論理

的に捉えることができ、更なる充実、発展のために社会に貢献することができる

２．自分が置かれた現状を、修得した知識を総合的に活用して批判的に認識でき、問

題解決のための適切な方策を考えることができる 

３．事情のことなる個人の立場を理解し、適切なコミュニケーションをもって、豊か

な人間関係を築き協働して問題解決をはかることができる 

４．多様な文化及び歴史に対する理解力、協調に必要な論理的思考力と表現能力を

身につけている 

５．卒業後も学び成長していく重要性を理解し、実行できる 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修要覧及びホームページ） 

https://www.shujitsu.ac.jp/department/jinbunkagaku/policy/

（概要） 

グローバル社会における歴史、人間への幅広い知識と深い理解を身につけ、実践的

なコミュニケーションを通して、社会への貢献ができる資質と能力の涵養のために、

次の方針により教育課程を編成する。 

１．新入生の大学生活へのいち早い順応、学修スキル修得及び主体的学びの計画作成

のために、初年次教育を実施する 

２．広い視野と豊かな教養を身につけた社会人の基礎力養成のために、人文科学、社

会科学、自然科学及び情報教育、キャリア教育に関する総合教養教育科目、専門

教育科目を設ける 

３．異文化を尊重し、協調関係を築くコミュニケーション力の基礎として、外国語科

目を設ける 

４．論文作成、プレゼンテーション、発表と質疑応答を通して、論理的・批判的思考

力と表現力を育成する演習科目を設ける 

５．人文科学部の学修成果として卒業研究を必修とする 

評価方法  

６．シラバスで担当教員が公開している基準、卒業研究の達成基準、学科で共有して

いる基準にしたがって、履修科目の評価を決定する 
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入学者の受入れに関する方針（公表方法：履修要覧及びホームページ） 

https://www.shujitsu.ac.jp/department/jinbunkagaku/policy/

（概要） 

人文科学部は、少人数制を特徴とするきめ細やかな教育・研究指導体制を備え、社

会で活躍できる基礎力を身につけた学生の育成を目指している。本学部の教育理念に

共感し、ともに社会の発展に関わる意欲をもつ、次のような条件を満たす学生を広く

求める。 

１．学習意欲が強く、明確な問題意識を持つ人 

２．グローバル社会で活躍できる「ことば」の運用能力と、幅広い教養の修得をここ

ろざす人 

３．多様な歴史、文化、言語、芸術、伝統、社会そして環境などの問題に関して、広

い関心と探求心を持つ人 

４．幅広く柔軟な人間性と協調性を有し、周囲の人と良好な関係をもつことができる

人 

５．自分の考えや行動に責任を持ち、それを相手に明確に伝えることができる人 

６．入学後の修学に必要な基礎学力を有している人 

学部等名 教育学部 

教育研究上の目的（公表方法：履修要覧及びホームページ） 

https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/students/file01/file02.pdf 【履修要覧 1ページ】 

（概要） 

現代における教育の諸問題の解決と子供の健全育成に寄与するため、去華就実・実

地有用の教育理念の下、教育実践、健康、人間関係形成に関する専門的知識・技能を教

授するとともに誠実で豊かな人間性を育て、受容し、教え、支え、ケアすることに専門

性と実践力を発揮できる教育者・心理師（士）を養成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：履修要覧及びホームページ） 

https://www.shujitsu.ac.jp/department/kyouiku/policy/

（概要） 

教育学部は、去華就実の教育基本理念の下、全学のディプロマ・ポリシーを踏まえ

た上で、次のような人材を養成する。 

１．子供への教育・支援を担う者としての土台となる、広く豊かな教養と経験を有し

ている 

２．子供への教育・支援を担う者に必要とされる、確かな知識と技能を取得し、専門

性を有している 

３．子供への教育・支援を担う者に必要とされる、使命感、向上心、チームで協働す

る態度等の豊かな情操を有している 

４．修得した知識や技術を、実際の教育現場等に活かし、さらに課題を見つけ自ら解

決する実践力や応用力を有している 

５．子供への教育・支援に関わる地域の課題の解決に向けて努力することができる 

これらの資質能力を身につけ、各学科が設けた人材像に値すると判断される学生に

卒業を認定し、学士（教育学）の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修要覧及びホームページ） 

https://www.shujitsu.ac.jp/department/kyouiku/policy/

（概要） 
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教育学部の教育目的に基づき、次の方針に沿って教育課程を編成し教育を実践する。

１．教育内容 

  ①低学年次では、人間性の涵養を促す教養教育や大学への適応・学修スキルを修

得させる初年次教育を重視する 

  ②専門教育においては、学部教育の統一性確保のためコアとなる学部共通必修科

目を置き、また学科の専門性確保のため学科必修科目を置く 

  ③専門教育科目の年次配当では、１年次に教職への課題意識と志向動機を高める

教員養成の基礎導入教育科目と基礎理論科目を配置し、２・３年次に専門的知識・

技能を高める教育内容・方法に関する講義・演習科目を置き、これを踏まえて３

年次に応用力・実践力の修得をはかる実習等の実践的学修へと発展させる。３・

４年次に問題意識の深化と発展、課題解決能力の伸展をはかるゼミナール、４年

次に学修成果をまとめる卒業研究を配置する 

  ④高学年次では、教職キャリアへの総括的ガイダンスとして教職研究、教職課程

のまとめとして教職実践演習を置く 

  ⑤授業形態は、講義を基本とするが、実践力・応用力の育成を図るため、能動的

学修型・学生参加型の授業を積極的に取り入れるとともに、演習・実習・実技の

科目を充実させる 

  ⑥専門分野の深まりとともに視野の広がりを図るため、隣接専門分野の科目や他

学科の関連分野の科目の受講を促すとともに、学部学科主催講演会等の行事・事

業への積極的な参加を促す 

  ⑦大学の地域貢献機能を理解させ、実践力・応用力の向上や協働精神・奉仕精神

を身につけさせるため、学園併設校である就実小学校や附属園である就実こども

園、附属施設である就実教育実践研究センターや就実大学心理教育相談室、学内

学会の諸事業への積極的な参加を促す 

２．教育方法 

  ⑧子供を取り巻く地域環境や社会・自然の教育課題を体験的に理解させ、その解

決について考えさせるため、教員養成教育課程における教育実習に加えて、見学、

ボランティア、インターンシップ、学会参加等の体験的学修を積極的に採り入れ

る 

  ⑨主体的・積極的な問題解決能力を高めるため、演習形態の授業はもちろんであ

るが、講義形態の授業においてもアクティブ・ラーニングをできるだけ採り入れ

る 

３．評価 

  ⑩成績評価は、各科目のシラバスに明示した方法で行う

入学者の受入れに関する方針（公表方法：履修要覧及びホームページ） 

https://www.shujitsu.ac.jp/department/kyouiku/policy/
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（概要） 

教育学部は、誠実で教養豊かな人間性、高い専門知識・技能、そして応用のきく実践

力を備えた教育者・教育支援者を養成する。初等教育や乳幼児保育、教育心理、養護教

育や特別支援教育に関心があり、その専門家を目指す意欲と目的意識のある人を求め

る。 

以上の学部が求める人材像のほかに各学科の求める人材像を提示した上で、学部教

育に必要な基礎的資質・能力を多面的に査定するため、７区分の選抜方式を実施して

入学者の選抜を行なう。推薦入試（自己推薦、総合型選抜）では、基本的には書類審査

（成績や高校時代の活躍）と面接により、人間性や目的意識、学習意欲の高さ及び実

践力・行動力を査定する。自己推薦入試では、高校時代の活躍・実績及び入学後の計画

内容から人間性や目的意識・学習意欲を査定する。学校推薦選抜Ⅰでは小論文で文章

作成能力と論理的思考力を、学校推薦選抜Ⅱでは適性検査（主に国語と外国語）で基

礎学力を合わせて査定する。前期入試とセンター利用入試（A、B、C）では、教養教育

及び専門教育に必要な国語の学力を中心に、基礎学力を査定する。

学部等名 経営学部 

教育研究上の目的（公表方法：履修要覧及びホームページ） 

https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/students/file01/file04.pdf 【履修要覧 2ページ】

（概要） 

経営学についての専門知識を備え、情報収集能力、分析力、決断力、行動力などを長

期インターンシップや留学により修得し、グローバルな視野を持ちながらローカルな

視点を併せ持ち、社会の諸課題にチャレンジし実践することのできるグローカル人材

を養成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：履修要覧及びホームページ） 

https://www.shujitsu.ac.jp/department/management/policy/

（概要） 

経営学部は、就実大学の建学の精神である「去華就実」を理解し社会に貢献できる

実践的「実地有用」の人材を育成するという目標を実現するために、「経営学について

の専門知識を備え、社会の諸課題にチャレンジし実践することのできるグローカル人

材を養成すること」を教育の目的に掲げている。学則に定める所定の期間在学し、単

位を修得し、かつ次の基準を満たした学生に卒業を認定し、学士（経営学）の学位を授

与する。 

１．社会でビジネスプロフェッショナルとして責任を果たせること 

２．社会の複雑な事象を多角的な視点から理解し、分析し、自ら解決できること 

３．グローバルな視野を持ちローカルな視点で実践できる「グローカル人材」であること

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修要覧及びホームページ） 

https://www.shujitsu.ac.jp/department/management/policy/

（概要） 

経営学部では、学部の教育目的である「経営学についての専門知識を備え、社会の

諸課題にチャレンジし実践することのできるグローカル人材を養成する」を実現する

ため、次のような方針によりカリキュラムを編成している。 

１．初年次からアクティブラーニングを取り入れた少人数教育を実施し、論理的・批

判的思考力とコミュニケーション能力を育成する 

２．外国語教育科目では、異文化を理解し、国際社会で共生するためのコミュニケー
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ション能力の基礎となる語学運用能力を涵養するために、個々の学生の能力に応

じた学修を重視した習熟度別クラス編成、多岐にわたる分野の英語教育科目を開

講するとともに、英語以外にも、中国語を学ぶ機会を提供し、基本が確実に身に

つく入門科目と、そこで学修した知識を実用レベルまで高める発展科目を設けて

いる 

３．専門科目の応用学修へ繋がる基礎知識の修得と問題発見・解決能力を修得するた

めに、１・２年次に専門基礎科目を配置している。これを踏まえて２年次から４

年次へかけてより高度な専門発展科目を配置し、経営学全般について体系的に修

学できるカリキュラムを編成している 

４．グローカル人材に必要な情報収集能力、分析力、決断力、行動力を修得するため

の学外体験学習プログラムとして２年次後期に長期インターンシップと留学プロ

グラムを設置している 

５．学習成果の総括として卒業研究を必修とする 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：履修要覧及びホームページ） 

https://www.shujitsu.ac.jp/department/management/policy/

（概要） 

本学部では、現代社会が抱える多様な問題について学び、特定の分野に固執するこ

となく豊かな教養を身に付けてグローバルな視野を持ちながら、同時に地域に密着し

地域のニーズに着実にチャレンジし、ビジネスプロフェッショナルとして対応できる

経営学の専門的知識を持つ人材（グローカル人材）の育成を目指している。卒業後は、

企業や行政、NPO・NGO で地域の中核となって活躍する人材を育成する。この目標を達

成するために、入学者の受け入れ方針として次のような多様な選抜方法を通して、多

種多様な資質・個性・経験等を有する人材を積極的に受け入れる。 

１．いろいろな課題に自らチャレンジする人 

２．新しい知識やスキルを貪欲に身に着けたいと思っている人 

３．異文化や言語の壁を突破する意欲がありかつ柔軟な思考のできる人 

４．地域や社会に貢献したいという熱い思いのある人 

５．入学後の修学に必要な高等学校卒業相当の基礎学力を有する人 

６．入学前教育に最後まで取り組むことができる人 

学部等名 薬学部 

教育研究上の目的（公表方法：履修要覧及びホームページ） 

https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/students/file01/file03.pdf 【履修要覧 2ページ】

（概要） 

生命の尊厳を基盤とした強い使命感と高い倫理観のもとに、ヒトの健康を守る最良

の医療薬学教育・研究を行い、人類の医療・福祉に貢献できる高度な専門性と豊かな

人間性を兼ね備えた薬剤師を育成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：履修要覧及びホームページ） 

https://www.shujitsu.ac.jp/department/yakugaku/policy/

（概要） 

カリキュラム・ポリシーに従って設定した科目を履修し、186 単位以上の単位を修

得した学生に卒業を認定し、学士（薬学）の学位を授与する。  

１．豊かな人間性と倫理観を有し、医療の担い手として薬剤師の義務と法令を遵守できる

２．患者・生活者の立場や見解を理解し尊重して、適切な行動・態度をとることができる

３．薬の専門家として、医療情報を収集し、提供するためのコミュニケーションができる

４．チーム医療に積極的に参画し、協働して最適かつ最新な薬物治療を実践し提案できる
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５．薬剤師に必要な科学の基本的知識・技能・態度に加え、その専門性を磨くことができる

６．薬物療法において、安全かつ有効な医薬品の使用を推進する薬剤師業務を実践できる

７．地域の保健・医療に参画・連携して、人々の健康増進、公衆衛生の向上に貢献できる

８．探求心、創造力、判断力で問題発見・解決能力を有し、医療薬学の進歩に貢献できる

９．生涯にわたり自己研鑽に努め、医療の高度化や多様性、社会環境の変化に対応できる

10．薬剤師の職能を理解し、新たな職能の発見や開拓、次世代の人材育成に貢献できる 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修要覧及びホームページ） 

https://www.shujitsu.ac.jp/department/yakugaku/policy/

（概要） 

「生命の尊厳を基盤とした強い使命感と高い倫理観のもとに、医療の担い手となる

高度な専門能力をもつ薬剤師を育てる」という理念に従い、ディプロマ・ポリシーに

掲げた薬剤師に求められる基本的な資質を身につけるために、以下のような教養教育

から専門の基礎、応用、臨床へと展開する薬学教育カリキュラムを編成している。 こ

れらは、科目間に繋がりを持たせ、順次的に学ぶことにより、薬学・医療の専門知識、

技能・態度だけでなく、さらに対象となる患者さんへの心配りとコミュニケーション

能力を身につけ、最終的に研究マインドと医療マインドに繋がる 10の資質を修得でき

る構成になっており、学習成果基盤型教育 (Outcome-based education, OBE) に力点

を置いている。  

１．医療人としての豊かな人間性、関心・意欲・表現力を身につける幅広い総合教養教育

２．医療の目的を理解して、協調性と患者への思いやりを持った医療人としての倫理教育

３．優れたコミュニケーション能力及び問題発見解決能力を養成するためのPBL教育 

４．薬学の基礎を科学として理解し、医療薬学専門教育に連結する薬学基礎及び準備教育

５．医薬品の構造、反応性や特性、人体の構造や生理機能を理解するための基礎薬学教育

６．健康と疾病に関わる栄養や環境要因を理解して、疾病を予防するための衛生薬学教育

７．医薬品の動態や生体作用機序を理解し、最適な薬剤設計を考えるための応用薬学教育

８．医薬品情報、病態と薬物療法を理解し、医薬品を適性に使用するための臨床薬学教育

９．専門教育を深く理解するための薬学実習、実践能力を身につけるための実務実習教育

10．薬剤師に必要な研究マインドや問題発見解決能力を醸成するための薬学卒業研究教育

11．最新の先端医療と科学の進歩を学び、キャリア形成に繋げるためのアドバンスト教育

入学者の受入れに関する方針（公表方法：履修要覧及びホームページ）

https://www.shujitsu.ac.jp/department/yakugaku/policy/

（概要） 

薬学部では、確かな知識・技能・態度に基づく薬学専門教育だけでなく、患者さん

への心配りとコミュニケーション能力を身につけ、研究マインドと医療マインドに基

づいて、医療現場の様々な問題や課題解決能力醸成し、医療人として広く社会から信

頼される質の高い薬剤師を養成する。そのため、薬学部で学ぶためには、本学の教育

理念・教育目的をよく理解し、高校教育課程での理科科目（特に化学や生物学）はもち

ろん、数学や英語などの基礎学力が必要であり、次のような人材を求める。 

１．医療人として人の健康と福祉に貢献したいという強い意志のある人 

２．人への思いやりと協調性を有し、コミュニケーション能力がある人 

３．目標を掲げ、主体的に学ぼうとする学習意欲と高い向学心がある人 

４．薬学の基礎となるサイエンスに興味を持ち、基礎的な学力がある人 

５．高校レベルの基礎的計算力、読解・表現力、論理的思考力がある人 

６．探求心と洞察力を持ち、新しい課題に柔軟に取り組む意欲がある人 
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②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法： 

https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/about/gakuen/about/file3.pdf
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること
a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称
学長・

副学長
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

人文科学部 

表現文化学科   1 人 3 人 5 人 2人 0 人 0人 11 人

人文科学部 

実践英語学科   0 人 6 人 4 人 4人 0 人 0人 14 人

人文科学部 

総合歴史学科   0 人 7 人 2 人 3人 0 人 0人 12 人

教育学部 

初等教育学科   0 人 7 人 7 人 4人 0 人 0人 18 人

教育学部 

心理教育学科   1 人 3 人 5 人 3人 1 人 0人 13 人

経営学部 

経営学科   0 人 7 人 3 人 5人 0 人  0 人 15 人

薬学部 

薬学科   2 人 17 人 6人 8 人 7人 0人 40 人

教育開発センター 0 人 0 人 1 人 0人 0 人 0人 1人

教育学研究科 

教育学専攻 0 人 1 人 0 人 0 人 0 人 0人 1人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 141 人 141 人

各教員の有する学位及び業績

（教員データベース等）

公表方法： 

https://www.shujitsu.ac.jp/department/jinbunkagaku/hyogenbunka/

https://www.shujitsu.ac.jp/department/jinbunkagaku/jisseneigo/

https://www.shujitsu.ac.jp/department/jinbunkagaku/sogorekisi/

https://www.shujitsu.ac.jp/department/kyouiku/syotokyoiku/ 

https://www.shujitsu.ac.jp/department/kyouiku/kyouikushinri/ 

https://www.shujitsu.ac.jp/department/management/management/ 

https://www.shujitsu.ac.jp/yakugaku_site/faculty-introduction/

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項）

2018 年度は、研修内容として、初年次教育、退学・除籍及び留年に関する調査結果、シ

ラバス作成要領について、2回のＦＤ研修会を開催した。 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員

（a） 

入学者数

（b） 

b/a 収容定員

（c） 

在学生数

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人文科学部 225 人 227 人 100％ 900 人 1058 人 117％ 若干名 2人

教育学部 135 人 138 人 102％ 560 人 597 人 106％ 10 人 9 人

経営学部 80 人 79 人 98％ 320 人 359 人 112％ 若干名 0人

薬学部 120 人 94 人 78％ 720 人 616 人 85％ 若干名 2人

合計 560 人 538 人 96％ 2500 人 2630 人 105％ 10 人 13 人

（備考） 
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b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 
卒業者数 進学者数 

就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

人文科学部 
226 人

（100％）

3人

（1.3％）

195 人

（86.3％）

28 人

（12.4％）

教育学部 
162 人

（100％）

9人

（5.5％）

143 人

（88.3％）

10 人

（6.2％）

経営学部 
81 人

（100％）

1人

（1.2％）

78 人

（96.3％）

2人

（2.5％）

薬学部 
114 人

（100％）

2人

（1.8％）

78 人

（68.4％）

34 人

（29.8％）

合計 
583 人

（100％）

15 人

（2.6％）

494 人

（84.7％）

74 人

（12.7％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

各学部の主な進学先・就職先を含む就職実績を、下記のホームページに公表している。

（備考） https://www.shujitsu.ac.jp/careershinro/jisseki/

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間

内 

卒業者数 

留年者数 中途退学者数 その他 

人文科学部
258 人 

（100％） 

213 人 

（82.6％） 

16 人 

（6.2％） 

29 人 

（11.2％） 

0 人 

（0％） 

教育学部 
161 人 

（100％） 

156 人 

（96.9％） 

1 人 

（0.6％） 

4 人 

（2.5％） 

0 人 

（0％） 

経営学部 
90 人 

（100％） 

79 人 

（87.8％） 

7 人 

（7.8％） 

4 人 

（4.4％） 

0 人 

（0％） 

薬学部 
135 人 

（100％） 

82 人 

（60.7％） 

36 人 

（26.7％） 

17 人 

（12.6％） 

0 人 

（0％） 

合計 
644 人 

（100％） 

530 人 

（82.3％） 

60 人 

（9.3％） 

54 人 

（8.4％） 

0 人 

（0％） 

（備考） 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業科目、授業の方法及び内容並びに授業計画については、カリキュラム・ポリシーに

基づいてそれぞれシラバスに記載し、Web 上に公開している。教務課が全学共通のシラバ

ス作成要領を整備し、各教員が担当科目について、授業の方法及び内容、授業計画、到達

目標、成績評価の方法・基準、実務経験のある教員による授業科目の有無、その他の必要

事項を記載したシラバスを作成している。 

 学生は、Web 上のシラバス検索画面から、講義名称等を入力することで閲覧でき、授業

内容とその方法を理解して予習・復習に役立てており、試験や成績評価についても確認し

ている。 

年間の授業計画は、学年歴や時間割表で確認でき、また科目間の系統性や順次性、ディ

プロマ・ポリシーへの対応については、履修要覧に記載したカリキュラムツリーやカリキ

ュラムマップで確認できるようになっており、年間の履修計画に活用されている。
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⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要）

成績評価については、「試験の成績は、100 点をもって最高とし、60 点以上を合格とす

る。」（第 15 条）、また「成績の標語は、90 点以上を秀、80 点以上を優、70 点以上を

良、60 点以上を可とし、60 点未満を不可とする。」（第 16条）と定めている。 

成績の評価方法は、それぞれの授業科目において、筆記・口述・レポート・論文・作品

の製作・実技などによって行う。特別な事由により試験を受けられなかった場合は追試験

を行い、試験で不合格の場合には各学部の規定によって再試験を行う。他大学等で修得し

た科目については、互換性を厳格に精査して、所定の範囲内で単位を認定している

（https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/students/file05/file02.pdf）。 

こうした評価方法は、総合教養教育科目・外国語教育科目・専門教育科目のいずれにお

いても、評価基準並びに課題に対するフィードバックの方法とともに各評価項目の寄与率

を提示して、各科目のシラバスに明記し、Web 上で公開し学生に周知している。 

卒業については、「就実大学学則」において「人文科学部、教育学部及び経営学部は４

年以上、薬学部は６年以上在学し、第 19 条に定める授業科目及び単位数を修得した者に

ついては、教授会の意見を聴き、学長が卒業を認定する。」（第 21 条）としている。ま

た、卒業の要件としては、人文科学部、教育学部及び経営学部は 124 単位以上、薬学部は

186 単位以上を修得しなければならない（第 19条）。 

さらに、各学部はそれぞれの教育研究上の目的に基づき、卒業認定及び学位授与の方針

（ディプロマ・ポリシー）を策定し、卒業に必要な単位数と合わせて公正かつ厳格に卒業

を認定している。上記のことは、履修要覧やホームページに公表している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる

単位数 

ＧＰＡ制度の採用

（任意記載事項）

履修単位の登録上限

（任意記載事項）

人文科学部 

表現文化学科 124 単位 有・無 48 単位

実践英語学科 124 単位 有・無 48 単位

総合歴史学科 124 単位 有・無 48 単位

教育学部 
初等教育学科 124 単位 有・無 48 単位

教育心理学科 124 単位 有・無 48 単位

経営学部 経営学科 124 単位 有・無 48 単位

薬学部 薬学科 186 単位 有・無 48 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載

事項） 

公表方法： 

学生の学修状況に係る参考

情報 

（任意記載事項）

公表方法： 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法： 

https://www.shujitsu.ac.jp/assets/files/about/gakuen/about/file7.pdf 



21 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人文科学部

表現文化

学科 540,000 円 270,000 円 350,000 円

実践英語

学科 540,000 円 270,000 円 350,000 円

総合歴史

学科 540,000 円 270,000 円 350,000 円

教育学部

初等教育

学科 540,000 円 270,000 円 350,000 円

教育心理

学科 540,000 円 270,000 円 350,000 円

経営学部 経営学科
540,000 円 270,000 円 350,000 円

薬学部 薬学科
1,500,000 円 400,000 円 430,000 円

＊2019 年度の金額を入れています。 

＊その他は、本学「教育充実費」の年額を入れています。 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

 本学では、学生支援の基本方針を「就実大学・就実短期大学は、「去華就実」の基本理

念に基づき、創造性・主体性・実践力を備えた人間性豊かな人材の育成を目標として、

全学が協力し、すべての学生に対して、適切な修学支援、学生生活支援、キャリア支援

を行う。」と定めており、ホームページ上にも公表している。

（https://www.shujitsu.ac.jp/about/rinen/gakuseipolicy.html） 

上記の、学生支援の基本方針に基づき、修学支援方針を以下のように定めている。 

 円滑な学修が継続できる指導・相談体制を整える。 

 留年、休学、退学する学生の状況把握と分析に基づいて実効性のある支援を行う。

 障がいのある学生一人ひとりに応じた支援を着実丁寧に行う。 

 海外留学・語学研修・国際交流を積極的に支援する。 

 これらの支援を実施するために、学生一人ひとりの学業や学生生活における質問や相

談に応じ、あるいは指導を行うため、クラス担任、オフィスアワーの体制を整えてい

る。また、障がい者学修支援委員会と連携を図り、ノートテイク等、学生からの具体的

な要望に応えている。国際交流委員会では、海外研修協定校への留学や国際交流活動の

支援、海外研修奨学金制度で参加者のサポートを行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

 本学では上記の、学生支援の基本方針に基づき、キャリア支援方針を以下のように定

めている。 

 学生の社会的・職業的な自立に向け、主体的に人生をデザインし、進路選択するた

めの知識、能力、態度を育成することを目指してキャリア支援を行う。 

 学生の希望する進路選択を実現するため、一人ひとりに応じた就職支援を着実丁寧

に行う。 

 初年次教育との連携を図り、低年次からのキャリア形成に向けて支援を行う。 

 これらの支援を実施するために、キャリアセンターでは、低年次からのキャリアガイ

ダンス、年間 30 回程度の就職ガイダンス・就職セミナーの開催、エントリシート・履歴
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書添削・模擬面接などの個別対応、資格取得のための課外講座、キャリアカウンセラー

による進路面談などを実施している。また、保育・教職支援センターでは、幼保及び教

員採用試験対策講座、公立幼稚園教諭・保育士公務員試験対策講座を開講し、支援して

いる。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組

 本学では、上記の学生支援の基本方針に基づき、学生生活支援方針を以下のように定

めている。 

 学生が心身ともに安定した学生生活が送ることができるよう、学生のニーズに応え

る実効性のある支援を行う。 

 学生が経済的事情により休学や退学に陥らないよう、奨学金の充実を図る。 

 学生の自主的な活動を奨励し、学友会、クラブ・サークル、ボランティア等の正課

外活動や社会活動を積極的に支援する。 

 これらの支援を実施するため、次の取り組みを行っている。 

・身体及びメンタル上の問題があり、支援を申請した学生に対しては、障がい者学修支

援委員会において合理的配慮を検討し、学長名で学生本人及び教員、事務員に周知し全

学的支援に取り組んでいる。また、委員会適用外の多様かつ複雑なケースについては、

学科及び保健管理センターにおいて個別的な対応に当たっている。 

・学生の心身の健康保持増進に資するために毎年健康診断を実施し、必要時には精神科

医を含む学校医からの助言を仰ぎ、適切な事後措置を行っている。 

・学生相談室のカウンセラー（３名交代）が、毎日午後、学生の勉学、人間関係などの

メンタル面での相談に当たり、必要に応じて、医療機関受診の勧め、及び医療機関の紹

介を行っている。 

・年に複数回、精神科校医による定期的な学生相談日を設け、早期の問題発見と適切な

外部専門機関への結びつけを図っている。 

・入学時のガイダンス、定期的な学生、教員へのお知らせにより、保健管理センター、

学生相談室、校医相談の利用を促している。 

・本学独自の奨学金制度により、授業料を減免又は奨学金を給付することで、学業への

専念・学業成績等の向上を支援している。 

・後援会予算を計上して施設設備の充実を図り、クラブ・サークル活動の活性化と支援

を行っている。 

・クラス担任制度により、教員が学生の学修、学生生活、将来等について個別に相談に

応じるなどきめ細やかな支援を行っている。 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：https://www.shujitsu.ac.jp/about/torikumi/kenkyu/

https://www.shujitsu.ac.jp/about/torikumi/kouhyo/


